
■指定管理者概要

■指定管理者による自己評価

■市（所管課）の総合評価

指摘事項

今後の目標

今後も、利用者が安全で快適な利用ができるよう環境の整備に努めるとともに、貸館利用増加
に向けPR活動の充実を図る。
また、設置目的に従い、地域福祉活動の拠点施設となるべく、福祉団体や関係機関との連携を
図っていく。

評　価

・入居団体との連絡・調整や利用者への対応が適切に行われ、適正な管理・運営がなされて
　いたと認められる。
・各種事業や効果的なPR活動のほか、利用者の利便性向上がなされている。また、新型コロ
　ナウイルス感染症の５類移行後も、消毒液や検温器の設置を継続しながら、ホームページ
　や広報誌に利用案内を掲載するなど、利用者数、貸館利用率の維持に努めており評価でき
　る。
・収支状況は、外的要因である光熱費・燃料費の価格高騰により赤字であったが、積極的に
　節電等を実施するなど対策をしていた。
・各設備点検や利用者からの申し出により、不良箇所を把握した際には、速やかな市への報
　告や業者への発注がなされており、利用者の安全に配慮した施設管理が図られていた。

特になし

指 定 管 理 者

指 定 期 間 平成31年４月１日 ～ 令和６年３月31日 

協定事項に定められた内容を遵守し、誠実に業務を遂行した。また、利用者本位をモットーに
サービス向上に努めたほか、会館の清掃・設備等の維持管理を徹底し、清潔で利用しやすい環
境づくりに努めた。更に、ホームページで貸館予約状況を確認できるよう整備し、市外の利用
者に対しても利便性の向上に努めた。

（１）会館の利用に関する業務
（２）会館の施設、設備等の維持管理に関する業務
（３）その他市長が必要と認める業務

指 定 管 理 者
の 業 務

市 所 管 課
（問合せ先）

電　話 0178-43-9258（直通）

e-mail fukushiseisaku@city.hachinohe.aomori.jp

福祉部　福祉政策課　福祉政策グループ

令和５年度　指定管理者年度総合評価表

所 在 地

施 設 概 要

設置目的： 市民の福祉の増進を図り、すべての市民が自助・共助精神のもとにコミュニ
　　　　　 ケーションの輪を広げ、福祉活動及び社会参加の場、奉仕と自己研修の場と
           して、また在宅福祉や地域福祉活動事業のための拠点施設として設置したも
           のである。
建物構造： 鉄骨鉄筋コンクリート造、地上６階建塔屋１階建（第１・２会議室、大会議
           室、多目的ホール、第１・２教室、研修室、料理実習室、遊戯室、談話室）

名 称

令和6年5月30日

（令和５年４月～令和６年３月実施分）

八戸市根城八丁目８番155号

社会福祉法人　八戸市社会福祉協議会

作 成 日

施 設 名 八戸市総合福祉会館

会長　田口　豊實

八戸市根城８丁目８番155号

代 表 者

所 在 地

評　価

mailto:fukushiseisaku@city.hachinohe.aomori.jp


総合福祉会館

[評価：◎非常に良い、○良い、△やや悪い、×悪い、―評価不能]

■管理運営状況に係る個別評価

 １ 管理状況

備品台帳に基づき、管理（点検）されていた。

―

施設設備の保守管理（点検・修繕）が業務基準書のとおり適切に行
われていた。

清掃業務・警備業務、その他必要な管理業務が適切に行われていた。

指標

緊急事態への対応

「障がい者の雇用の促進等に関する法律」で障がい者雇用が義務付
けられており、障がい者１名を雇用していた。

各種福祉サービスの提供や相談活動、ボランティア活動や市民活動
の支援を行っており、提案内容に即した活動が行われていた。

公の施設であること等の基本的な事項を十分に教育し、当該業務を
実施するために必要な緊急時の対応や職員の接遇研修等を実施して
いた。

評価 評価に対する説明

 障がい者の雇用状況

協働のまちづくりへの協力

従事者の教育・研修

適正な人員配置

○

労働関係法令を遵守していた。健康診断、福利厚生センターへの加
入等、職員の福利厚生に努めていた。

○

○

口座管理、経理の区分 専用口座で管理し、他の会計と区分して経理されていた。

清掃業務、警備業務、
その他必要な管理業務

備品の管理 ○

通帳、印鑑の管理

施設の使用許可及び条件

施設、設備の保守管理

○

文書の取扱規定が整備され、作成、受領した文書の管理が適切に行
われていた。

今期（令和６年度～10年度）において継続して指定管理者の指定を
受けているため、対応なし。

開館時間、休館日の運用

法令の遵守

業務基準書に示された開館時間や休館日を遵守していた。また、休
館日であっても入居団体の使用に便宜を図り、サービス向上に努め
ていた。

関係法令を遵守していた。

指定管理開始前における準備

―
管理物件に対する損害
賠償、第三者への賠償

○

文書の管理保存

報告書等の提出

使用料の徴収事務

○

◎

従事者の労働環境確保

◎

○

業務基準書に示された配置基準以上の人員及び資格者（社会福祉
士、社会福祉主事、車イス等の操作を熟知した職員）を配置し、施
設利用者のサポートに努めていた。

独自に災害や事故時の対応を定めた「非常災害時における事務要
綱」を作成し研修を実施していた。また、法令に従い消防訓練を年
２回実施していた。

○

○

事例なし

事業計画書、月例報告書、事業報告書、その他の各種報告が延滞な
く適切に提出されていた。

施設使用許可が設置条例に従い適切に行われていた。
（使用制限、使用条件の変更、入場拒否はなかった。）
また、休館日においても入居団体等に柔軟な対応を行った。

重要事項の変更の届出

○

今期（令和６年度～10年度）において継続して指定管理者の指定を
受けているため、引継ぎなし。

○

―

―

管理終了後における引継ぎ

使用料の徴収事務が適切に行われていた。

通帳と印鑑の管理が適切であった。
別々の担当者がそれぞれ保管し、リスク管理が徹底されていた。

事例なし

○

○

○



総合福祉会館

 ２ 運営状況

 ３ 収支状況

（単位：円）

※収支実績の次年度繰越金3,710円については、指定期間満了に
　より精算・返納済み。

指標

○

その他の取組
（運営に関する工夫） ◎

利用状況 ○

自主事業 ○

指標

1,879件

1,794件

1,798件

51,229,000 59,625,210 59,788,338

計 77,348,000

光熱費・燃料費の価格高騰（外的要因）により、収支計画どおりに
行かず、赤字であった。（赤字率：▲7.4％）

△

収支計画 収支実績 前年度実績項目

維 持 管 理 経 費

指 定 管 理 料

自主事業の収支状況

指定管理業務の収支状況

評価 評価に対する説明

評価 評価に対する説明

77,348,000 85,094,648 83,818,135
0 3,710 384,860

支
出
②

人 件 費 23,169,000 22,793,012 21,485,176

租 税 2,408,000 2,408,000 2,306,000

令和４年度と比較して、新型コロナウイルス感染症の５類感染症へ
の移行もあり、利用件数・利用者数共に昨年度を上回った。検温機
や手指消毒液の設置等、感染症対策を継続しながら、広報誌などで
貸館のPRを行い、利用率の維持に努めていた。

年度 貸室利用率

自主事業は、費用をかけず実施していた
・夏休み親子ボランティア講座（8/2）
・災害ボランティア展（1/15～1/21）
・こども宅食おすそわけ便（2/25）

77,348,000 77,348,000 76,930,000

79,266,860 80,725,836

電気・ガス価格高騰対策支援補助金 0 1,534,000 2,638,000
修 繕 料 繰 越 金 0 384,860 1,157,836

0 △ 5,831,498 △ 3,477,159
次年度修繕料繰越金③

収入-支出(①-②-③)

事業費・一般事務費 542,000 268,426 238,621

計

施設設置目的に基づき、自主事業が行われていた。
・夏休み親子ボランティア講座（8/2）
　※ボランティア活動に関心のある親子を対象に、高齢者や障がい
　　者等への接し方、介助体験、点字体験、様々なボランティア活
　　動について学んだ。
・災害ボランティア展（1/15～1/21）
　※総合福祉会館１階ロビーにて展示
・こども宅食おすそわけ便（2/25）
　※子どもがいる世帯を中心に、生活困窮者への食糧支援や居場所
　　づくりを目的として、食料品や日用品の配布を行った。

ホームページで貸館予約状況を確認できるよう整備するほか、休館
日の開館や長期間の使用許可、申請書類の郵送等、利用者への便宜
を図っていた。なお、冬場の休館日に開館する場合は、ボイラー凍
結防止のために運転する等して対策をしていた。

利用者数件数
29年度

30年度

元年度

２年度

４年度

５年度

65.4%

62.5%

62.4%

43.5%

50.9%

51.9%

３年度 1,332件 33,004人 49.4%

1,247件

1,713件

1,760件

77,758人

73,455人

72,935人

33,782人

39,076人

43,692人



総合福祉会館

 ４ 運営に係る体制整備等の状況

■他の事業評価実施状況

 １ セルフモニタリング

 ２ 定期モニタリング

 ３ 随時モニタリング

※GL：グループリーダー

12月15日 GL

10月27日 GL・担当
・個人情報取扱実地検査
・帳簿等確認

・施設内状況確認

実地調査状況

定期報告状況

自主点検状況

障がい者への配慮

環境への配慮

秘密保持義務

情報公開

個人情報の保護

苦情・要望等への対応

実施結果

8月21日 GL ・施設内状況確認

5月26日 担当
・モニタリング
・帳簿等確認

6月13日 GL ・施設内状況確認

7月5日 GL・担当 ・施設内状況確認

施設の管理運営について、適切に行われていることを確認した。

利用者満足度の把握 ○

パンフレットを作成するとともに、ホームページや広報紙に利用案
内を掲載し、積極的に周知を図っていた。

苦情・要望の受付体制を明示していたほか、苦情解決のための「福
祉サービス苦情対応第三者委員会」を設置し、苦情処理体制を整備
していた。

4月5日 担当 ・施設内状況確認

実施状況

８回

3月26日 GL・担当 ・施設内状況確認

苦情・要望等の受付体制 ○

月例報告書及び事業報告書等は遅滞なく提出され、内容も適切であった。

実施日 実施者実施回数 実施内容

指標 評価 評価に対する説明

施設概要(利用方法)の周知

○

５月15日から９月30日までをクールビズ期間とし、室温を28℃に設
定する取組を周知し、また、電気を小まめに切るなど、節電に努め
ていた。また、環境に配慮した物品の購入やリサイクル推進等に取
り組んでいた。

― 苦情・要望等はなかった。

○
館内の玄関２か所に車椅子を設置していたほか、手続の際に筆談等
による対応を行うなど、丁寧な接遇に努めていた。

○ 個人情報保護規定が整備され、遵守されていた。（運用実績なし）

○
ホームページ及び広報紙に経営状況を公開するとともに、事務所内
で閲覧できる体制を整備していた。（運用実績なし）

◎ 就業規程の中に守秘義務を課し、適切に対応していた。

実施状況

施設・整備の維持管理及び清掃業務を毎日実施し、機械等は法令に従い随時点検を実施し
ていた。

○

意見箱を設置し、利用者の意見を把握する仕組みが整備されてい
た。また利用者を対象に満足度調査を行っていた。


